
(57)【要約】

【課題】複数の世帯が一つの建物で生活する際に、各世

帯のプライバシーを十分に確保すると共に、容易にコミ

ュニケーションが図れる建物を提供する。

【解決手段】少なくとも二階以上の階層を有すると共に

、複数の世帯がそれぞれ専用に使用する複数の専用空間

Ａ、Ｂと、複数の世帯が共同で使用し且つ複数の専用空

間Ａ、Ｂにそれぞれ連通した共用空間Ｃとを備え、専用

空間Ａ、Ｂと共用空間Ｃとを異なる階層に設けた。

【選択図】　　図１

JP 2004-108101 A 2004.4.8



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 二 階 以 上 の 階 層 を 有 し 、 複 数 の 世 帯 が そ れ ぞ れ 専 用 に 使 用 す る 複 数 の 専 用 空 間
と 、 前 記 複 数 の 世 帯 が 共 同 で 使 用 し 且 つ 前 記 複 数 の 専 用 空 間 に そ れ ぞ れ 連 通 し た 共 用 空 間
と を 備 え 、 前 記 専 用 空 間 と 前 記 共 用 空 間 と が 異 な る 階 層 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 建
物 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 建 物 に お い て 、 前 記 階 層 の う ち 、 最 上 階 に 位 置 す る 最 上 階 層 は 前 記 共 用
空 間 に さ れ 、 前 記 最 上 階 層 よ り も 下 に 位 置 す る 下 層 階 層 は 前 記 複 数 の 専 用 空 間 に 分 割 さ れ
た こ と を 特 徴 と す る 建 物 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 建 物 に お い て 、 前 記 最 上 階 層 に は 、 屋 外 に 開 放 し た 屋 上 部 が 設 け ら れ た
こ と を 特 徴 と す る 建 物 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 建 物 に お い て 、 前 記 最 上 階 層 に は 、 屋 外 か ら 隔 離 さ れ た 居 室 部 と 、 該 居
室 部 に 連 通 し 且 つ 前 記 屋 外 に 開 放 し た 屋 上 部 と が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 建 物 。
【 請 求 項 ５ 】
少 な く と も 二 階 以 上 の 階 層 を 有 し 、 該 階 層 の う ち 、 最 上 階 に 位 置 す る 最 上 階 層 に は 、 屋 外
か ら 隔 離 さ れ た 居 室 部 と 、 該 居 室 部 に 連 通 し 且 つ 前 記 屋 外 に 開 放 し た 屋 上 部 と が 設 け ら れ
、
前 記 居 室 部 と 前 記 最 上 階 層 の 下 に 位 置 す る 下 層 階 層 と は 、 吹 抜 け 空 間 を 介 し て 連 通 さ れ 、
該 吹 抜 け 空 間 に は 、 前 記 居 室 部 と 前 記 下 層 階 層 と の 間 を 昇 降 す る た め の 昇 降 手 段 が 設 け ら
れ た こ と を 特 徴 と す る 建 物 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 建 物 に お い て 、 前 記 居 室 部 は 子 供 が 起 居 す る た め の 子 供 部 屋 に さ れ 、 前
記 屋 上 部 は 前 記 子 供 が 遊 ぶ こ と の で き る 遊 戯 空 間 に さ れ た こ と を 特 徴 と す る 建 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 少 な く と も 二 階 以 上 の 階 層 を 有 す る 建 物 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 少 な く と も 二 階 以 上 の 階 層 を 有 す る 建 物 と し て 、 複 数 の 世 帯 が 入 居 す る こ と が で き
る よ う に 、 各 階 層 ご と に 、 複 数 の 世 帯 が そ れ ぞ れ 専 用 に 使 用 す る 複 数 の 専 用 空 間 と 、 こ の
複 数 の 世 帯 が 共 同 で 使 用 す る 共 用 空 間 と が 、 そ れ ぞ れ 設 け ら れ た も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 同 一 階 層 に 設 け ら れ た 専 用 空 間 同 士 は 、 こ れ ら の 専 用 空 間 と 同 一 階 層 に 設 け ら れ
た 共 用 空 間 を 介 し て 互 い に 連 通 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ な い し ３ 参 照 。 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 上 述 以 外 の 少 な く と も 二 階 以 上 の 階 層 を 有 す る 建 物 と し て は 、 居 間 や 台 所 等 が 設 け
ら れ た 階 層 と 異 な る 階 層 に 、 子 供 が 起 居 す る た め の 居 室 空 間 で あ る 子 供 部 屋 が 独 立 し て 設
け ら れ た も の が あ る 。 そ し て 、 こ の 居 間 等 と 子 供 部 屋 と の 間 の よ う な 、 異 な る 階 層 間 で コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る た め に 、 こ れ ら の 階 層 間 に 吹 抜 け 空 間 が 設 け ら れ 、 こ の 吹 抜 け 空
間 を 介 し て 異 な る 階 層 が 連 通 さ れ た も の も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ お よ び ５ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ９ ２ ６ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ １ － ３ ６ ６ ３ ０ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ０ ８ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ４ ６ ０ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】
特 開 平 ７ － ３ ４ ６ ７ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 の 複 数 の 世 帯 が 入 居 で き る 建 物 で は 、 同 一 階 層 に 設 け ら れ た 専 用 空 間
同 士 が 同 一 階 層 に 設 け ら れ た 共 用 空 間 を 介 し て 連 通 し て い る た め 、 同 一 階 層 に あ る 専 用 空
間 同 士 を 、 完 全 に 分 離 す る こ と が で き て い な か っ た 。 そ し て 、 各 世 帯 の プ ラ イ バ シ ー を 十
分 に 確 保 す る こ と が 困 難 に な る と い う 問 題 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 上 記 以 外 の 建 物 に お い て 、 子 供 を 独 立 し た 子 供 部 屋 で 遊 ば せ る と 、 子 供 と 異 な る 階
層 に い る 親 の 目 が 届 き に く く 、 特 に 小 さ な 子 供 で は 思 わ ぬ 事 故 が 起 こ る 場 合 が あ っ た 。 一
方 、 子 供 を 居 間 や 台 所 、 リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ 等 の 親 か ら 見 え る 範 囲 で 遊 ば せ る 場 合 で は
、 居 間 等 が 乱 雑 に 散 ら か さ れ て し ま い 、 急 な 来 客 が あ っ た 際 に 散 ら か っ た 部 屋 を 見 ら れ て
し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 親 が い る 階 層 と 異 な る 階 層 で 子 供 を 遊 ば せ な が ら 、 吹 抜 け 空 間 を 介 し て 親 が 見 守
る こ と が で き る 場 合 で あ っ て も 、 子 供 が 子 供 部 屋 で 遊 ぶ こ と に 飽 き た 際 、 居 間 等 に 入 り 込
ん で 散 ら か さ れ る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 第 一 の 目 的 は 、 複 数 の 世 帯 が 一 つ の
建 物 で 生 活 す る 際 に 、 各 世 帯 の プ ラ イ バ シ ー を 十 分 に 確 保 す る と 共 に 、 容 易 に コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が 図 れ る 建 物 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 第 二 の 目 的 は 、 他 人 に 散 ら か っ た 部 屋 を 見 ら れ る こ と な く 、 異 な る 階 層 間 で 互 い の
様 子 を 見 る こ と が で き る と 共 に 、 下 の 階 層 か ら 屋 外 に 開 放 さ れ た 屋 上 部 に 出 る こ と が で き
る 建 物 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に か か る こ の 発 明 の 建 物 は 、 少 な く と も 二 階 以 上 の
階 層 を 有 す る と 共 に 、 複 数 の 世 帯 が そ れ ぞ れ 専 用 に 使 用 す る 複 数 の 専 用 空 間 と 、 複 数 の 世
帯 が 共 同 で 使 用 し 且 つ 複 数 の 専 用 空 間 に そ れ ぞ れ 連 通 し た 共 用 空 間 と を 備 え 、 専 用 空 間 と
共 用 空 間 と が 異 な る 階 層 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 共 用 空 間 か ら 異 な る 階 層 に 設 け ら れ た 専 用 空 間 の 状 態 を 窺 う こ
と が 困 難 に な り 、 各 世 帯 の プ ラ イ バ シ ー を 十 分 に 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 共 用
空 間 を 介 し て 世 帯 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 容 易 に 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ２ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 建 物 に お い て 、 階 層 の う ち 、 最 上 階 に 位 置 す
る 最 上 階 層 は 共 用 空 間 に さ れ 、 最 上 階 層 よ り も 下 に 位 置 す る 下 層 階 層 は 複 数 の 専 用 空 間 に
分 割 さ れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 効 果 に 加 え 、 最 上 階 層 の 直 下 に 位 置 す る 下 層 階 層 に
設 け ら れ た 専 用 空 間 の み が 、 最 上 階 層 に 設 け ら れ た 共 用 空 間 と 連 通 し 、 プ ラ イ バ シ ー の 確
保 を さ ら に 十 分 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ３ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 物 に お い て 、 最 上 階 層 に は 、 屋 外 に 開 放 し

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-108101 A 2004.4.8



た 屋 上 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ の 効 果 に 加 え 、 共 用 空 間 が 屋 外 に 開 放 さ れ た 屋 上 部 と
な っ て 、 こ の 共 用 空 間 の 雰 囲 気 が 開 放 的 に な り 、 よ り 円 滑 に 世 帯 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ４ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 物 に お い て 、 最 上 階 層 に は 、 屋 外 か ら 隔 離
さ れ た 居 室 部 と 、 こ の 居 室 部 に 連 通 し 且 つ 屋 外 に 開 放 し た 屋 上 部 と が 設 け ら れ た こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ の 効 果 に 加 え 、 屋 外 に 開 放 し た 屋 上 部 と 屋 外 か ら 隔 離
さ れ た 居 室 部 と の 両 方 を 共 用 空 間 と し て 利 用 す る こ と が で き 、 世 帯 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン を 図 る 方 法 が 広 が っ て 、 よ り 円 滑 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ５ に か か る こ の 発 明 の 建 物 は 、 少 な く と も 二 階 以 上 の 階 層 を 有 し 、 こ の 階 層 の う ち
最 上 階 に 位 置 す る 最 上 階 層 に は 、 屋 外 か ら 隔 離 さ れ た 居 室 部 と 、 こ の 居 室 部 に 連 通 し 且 つ
屋 外 に 開 放 し た 屋 上 部 と が 設 け ら れ 、 居 室 部 と 最 上 階 層 の 下 に 位 置 す る 下 層 階 層 と は 、 吹
抜 け 空 間 を 介 し て 連 通 さ れ 、 こ の 吹 抜 け 空 間 に は 居 室 部 と 下 層 階 層 と の 間 を 昇 降 す る た め
の 昇 降 手 段 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 異 な る 階 層 に 設 け ら れ た 居 室 部 と 下 層 階 層 と の 間 で 、 吹 抜 け 空
間 を 介 し て 互 い の 様 子 を 十 分 に 見 る こ と が で き る 。 そ の た め 、 子 供 の 様 子 を 見 守 り な が ら
、 最 上 階 層 で 子 供 を 遊 ば せ る こ と が で き て 、 他 人 に 散 ら か っ た 部 屋 を 見 ら れ る こ と が な く
な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ し て 、 子 供 が 居 室 部 で 遊 ぶ こ と に 飽 き た と き に は 、 居 室 部 か ら 屋 外 に 開 放 し た 屋 上 部 に
移 動 し て 遊 ぶ こ と が で き 、 遊 び の 範 囲 を 拡 大 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 下 層 階 層 を 散
ら か さ れ る こ と が な く な る 。 ま た 、 そ の と き に も 子 供 の 様 子 を 見 守 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 ６ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 建 物 に お い て 、 居 室 部 は 子 供 が 起 居 す る た め
の 子 供 部 屋 に さ れ 、 屋 上 部 は 子 供 が 遊 ぶ こ と が で き る 遊 戯 空 間 に さ れ た こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ５ の 効 果 に 加 え 、 居 室 部 で 子 供 を 遊 ば せ な が ら 、 吹 抜 け
空 間 を 介 し て 下 層 階 層 か ら 親 が 子 供 の 様 子 を 見 守 る こ と が 可 能 と な り 、 安 心 し て 子 供 を 遊
ば せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 子 供 が 子 供 部 屋 で 遊 ぶ こ と に 飽 き て も 屋 外 に 開 放 し た 屋 上 部 で 遊 ぶ こ と が で き て 、
居 間 等 に 入 り 込 ん で 散 ら か さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 １ 】
以 下 、 図 面 に 基 づ い て こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ に 示 す 建 物 １ ０ は 、 ３ 階 層 を 有 す る 三 階 建 て の 多 世 帯 住 宅 で あ る 。 な お 、 「 多 世 帯 住
宅 」 と は 、 １ つ の 世 帯 が 独 立 し て 居 住 す る た め の 居 住 区 画 （ 住 戸 ） を 複 数 有 す る 独 立 住 宅
を 意 味 す る 。 ま た 、 「 居 住 区 画 」 と は 、 玄 関 、 廊 下 、 階 段 等 の 通 路 、 居 間 、 食 事 室 、 台 所
（ 又 は 居 間 、 食 事 室 、 台 所 の う ち ２ 以 上 を 兼 用 と し た 室 ） 、 寝 室 、 書 斎 、 応 接 室 、 子 供 部
屋 等 の 居 室 、 風 呂 、 ト イ レ 、 洗 面 所 等 の 給 排 水 設 備 、 バ ル コ ニ ー 、 縁 側 、 庭 、 車 庫 等 の 空
間 の う ち の 全 部 又 は 一 部 を 備 え て い る も の と す る 。 そ し て 、 複 数 の 居 住 区 画 に お い て 、 各
種 の 通 路 、 居 室 、 給 排 水 設 備 等 の う ち の １ つ 以 上 が 複 数 の 世 帯 間 で 共 用 に な っ て い て も よ
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い も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ し て 、 図 ２ に 示 す よ う な 間 取 り の 最 上 階 層 よ り も 下 に 位 置 す る 下 層 階 層 で あ る 一 階 部 分
１ １ は 、 境 界 壁 １ ２ に よ っ て 左 右 に 隣 接 す る 第 １ 居 住 区 画 ２ ０ と 、 第 ２ 居 住 区 画 ３ ０ と に
分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ２ に お い て 左 側 に 位 置 す る 第 １ 居 住 区 画 ２ ０ は 、 片 開 き 戸 や 引 き 戸 等 に よ っ て 区 画 さ れ
た 玄 関 ２ １ 、 玄 関 ホ ー ル ２ ２ 、 廊 下 ２ ３ 、 第 １ 寝 室 ２ ４ 、 第 ２ 寝 室 ２ ５ 、 ト イ レ ２ ６ 、 浴
室 ２ ７ 、 洗 面 所 ２ ８ 等 を 備 え て い る 。 こ の 玄 関 ２ １ 等 は 、 片 開 き 戸 や 引 き 戸 等 を 介 し て 互
い に 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
一 方 、 図 ２ に お い て 右 側 に 位 置 す る 第 ２ 居 住 区 画 ３ ０ は 、 片 開 き 戸 や 引 き 戸 等 に よ っ て 区
画 さ れ た 玄 関 ３ １ 、 玄 関 ホ ー ル ３ ２ 、 台 所 ３ ３ 、 リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ ３ ４ 、 ト イ レ ３ ５
等 を 備 え て い る 。 こ の 玄 関 ３ １ 等 は 、 片 開 き 戸 等 を 介 し て 互 い に 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 図 ３ に 示 す よ う な 間 取 り の 最 上 階 層 よ り も 下 に 位 置 す る 下 層 階 層 で あ る 二 階 部 分 １
３ は 、 境 界 壁 １ ４ に よ っ て 、 左 右 に 隣 接 す る 第 ３ 居 住 区 画 ４ ０ と 、 第 ４ 居 住 区 画 ５ ０ と に
分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ３ に お い て 左 側 に 位 置 す る 第 ３ 居 住 区 画 ４ ０ は 、 片 開 き 戸 や 引 き 戸 等 に よ っ て 区 画 さ れ
た 台 所 ４ １ 、 リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ ４ ２ 、 ト イ レ ４ ３ 、 バ ル コ ニ ー ４ ４ 等 を 備 え て い る 。
こ の 台 所 ４ １ 等 は 、 片 開 き 戸 や 引 き 戸 等 を 介 し て 互 い に 連 通 さ れ て い る 。 ま た 、 バ ル コ ニ
ー ４ ４ は 屋 外 に 開 放 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
一 方 、 図 ３ に お い て 右 側 に 位 置 す る 第 ４ 居 住 区 画 ５ ０ は 、 片 開 き 戸 や 引 き 戸 等 に よ っ て 区
画 さ れ た 寝 室 ５ １ 、 ト イ レ ５ ２ 、 浴 室 ５ ３ 、 洗 面 所 ５ ４ 、 バ ル コ ニ ー ５ ５ 等 を 備 え て い る
。 こ の 寝 室 ５ １ 等 は 、 片 開 き 戸 や 引 き 戸 等 を 介 し て 互 い に 連 通 さ れ て い る 。 ま た 、 バ ル コ
ニ ー ５ ５ は 屋 外 に 開 放 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
そ し て 、 第 １ 居 住 区 画 ２ ０ と 第 ３ 居 住 区 画 ４ ０ と は 、 こ の 第 １ 、 第 ３ 居 住 区 画 ２ ０ 、 ４ ０
の ほ ぼ 中 央 に 設 け ら れ た 階 段 Ｋ １ に よ っ て 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 第 ２ 居 住 区 画 ３ ０ と 第 ４ 居 住 区 画 ５ ０ と は 、 こ の 第 ２ 、 第 ４ 居 住 区 画 ３ ０ 、 ５ ０ の
角 に 設 け ら れ た 階 段 Ｋ ２ に よ っ て 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 図 中 「 Ｕ Ｐ 」 と は 、 矢 印 の 方 向 に 向 か っ て 上 昇 す る こ と を 示 し 、 「 Ｄ Ｎ 」 と は 、 矢
印 の 方 向 に 向 か っ て 下 降 す る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
そ し て 、 最 上 階 に 位 置 す る 最 上 階 層 で あ る ３ 階 部 分 １ ５ に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 屋 外 に
開 放 し た 屋 上 部 ６ ０ と 、 屋 外 か ら 隔 離 さ れ た 居 室 部 ６ １ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
屋 上 部 ６ ０ は 、 周 縁 部 が 所 定 高 さ の 手 摺 ６ ０ ａ （ 図 １ 参 照 ） で 囲 わ れ て い る 。 そ し て 、 こ
の 屋 上 部 ６ ０ は 、 第 ３ 居 住 区 画 ４ ０ の バ ル コ ニ ー ４ ４ に 設 け ら れ た 屋 外 階 段 Ｋ ３ に よ っ て
、 こ の バ ル コ ニ ー ４ ４ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
居 室 部 ６ １ は 、 壁 ６ １ ａ 及 び 屋 根 ６ １ ｂ に よ っ て 囲 わ れ て お り （ 図 １ 参 照 ） 、 こ の 壁 ６ １
ａ に よ っ て 屋 上 部 ６ ０ と 区 画 さ れ て い る 。 ま た 、 屋 上 部 ６ ０ と 居 室 部 ６ １ の 内 部 と は 、 壁
６ １ ａ に 設 け ら れ た 引 き 戸 ６ ２ を 介 し て 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
そ し て 、 第 ４ 居 住 区 画 ５ ０ に 設 け ら れ た 階 段 Ｋ ２ が 上 方 に 延 在 さ れ 、 こ の 階 段 Ｋ ２ に よ っ
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て 、 居 室 部 ６ １ の 内 部 と 第 ４ 居 住 区 画 ５ ０ と が 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
そ し て 、 第 １ 、 第 ３ 居 住 区 画 ２ ０ 、 ４ ０ は 一 方 の 世 帯 、 例 え ば 子 世 帯 に よ っ て 専 用 に 使 用
さ れ る 第 １ 専 用 空 間 Ａ に さ れ 、 第 ２ 、 第 ４ 居 住 区 画 ３ ０ 、 ５ ０ は 、 他 方 の 世 帯 、 例 え ば 親
世 帯 に よ っ て 専 用 に 使 用 さ れ る 第 ２ 専 用 空 間 Ｂ に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
さ ら に 、 屋 上 部 ６ ０ 及 び 居 室 部 ６ １ は 、 親 世 帯 と 子 世 帯 と の 両 世 帯 に よ っ て 共 同 で 使 用 さ
れ る 共 用 空 間 Ｃ に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の よ う に 、 こ の 建 物 １ ０ は 、 下 層 階 層 で あ る 一 階 部 分 １ １ 及 び 二 階 部 分 １ ３ が そ れ ぞ れ
第 １ 専 用 空 間 Ａ と 第 ２ 専 用 空 間 Ｂ と に 分 割 さ れ 、 こ れ ら の 第 １ 、 第 ２ 専 用 空 間 Ａ 、 Ｂ の 上
に 設 け ら れ た 最 上 階 層 で あ る 三 階 部 分 １ ５ が 、 屋 上 部 ６ ０ 及 び 居 室 部 ６ １ が 設 け ら れ た 共
用 空 間 Ｃ に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
次 に 、 こ の 建 物 １ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の 建 物 １ ０ に お い て 、 二 つ の 世 帯 が 生 活 す る に は 、 一 方 の 世 帯 で あ る 子 世 帯 が 第 １ 専 用
空 間 Ａ を 専 用 に 使 用 し 、 他 方 の 世 帯 で あ る 親 世 帯 が 第 ２ 専 用 空 間 Ｂ を 専 用 に 使 用 す る 。 そ
し て 、 屋 上 部 ６ ０ 及 び 居 室 部 ６ １ が 設 け ら れ た 共 用 空 間 Ｃ を 、 両 世 帯 が 共 同 で 使 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の と き 、 一 階 部 分 １ １ 及 び 二 階 部 分 １ ３ に お い て 、 そ れ ぞ れ 境 界 壁 １ ２ 、 １ ４ に よ っ て
第 １ 、 第 ２ 専 用 空 間 Ａ 、 Ｂ に 分 割 さ れ て お り 、 同 一 階 層 に あ る 専 用 空 間 同 士 は 完 全 に 分 離
さ れ 、 各 世 帯 の プ ラ イ バ シ ー を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 二 つ の 世 帯 が 共 同 で 使 用 す る 共 用 空 間 Ｃ は 、 第 １ 、 第 ２ 専 用 空 間 Ａ 、 Ｂ の 上 に 位 置
す る 最 上 階 層 で あ る 三 階 部 分 １ ５ に 設 け ら れ て お り 、 こ の 共 用 空 間 Ｃ か ら 屋 外 階 段 Ｋ ３ や
階 段 Ｋ ２ を 介 し て 第 １ 、 第 ２ 専 用 空 間 Ａ 、 Ｂ の 様 子 を 窺 う こ と が 困 難 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
そ の た め 、 各 世 帯 の プ ラ イ バ シ ー を 共 用 空 間 Ｃ か ら 窺 う こ と が で き ず 、 各 世 帯 の プ ラ イ バ
シ ー を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
一 方 、 世 帯 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 、 第 １ 、 第 ２ 専 用 空 間 Ａ 、 Ｂ と そ れ ぞ れ 連 通 さ れ
て い る 共 用 空 間 Ｃ を 介 し て 容 易 に 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の よ う に 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に か か る 建 物 １ ０ は 、 少 な く と も 二 階 以 上 の 階 層 を
有 す る と 共 に 、 複 数 の 世 帯 が そ れ ぞ れ 専 用 に 使 用 す る 複 数 の 専 用 空 間 Ａ 、 Ｂ と 、 複 数 の 世
帯 が 共 同 で 使 用 し 且 つ 複 数 の 専 用 空 間 Ａ 、 Ｂ に そ れ ぞ れ 連 通 し た 共 用 空 間 Ｃ と を 備 え 、 専
用 空 間 Ａ 、 Ｂ と 共 用 空 間 Ｃ と が 異 な る 階 層 に 設 け ら れ た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ の 構 成 に よ り 、 共 用 空 間 Ｃ か ら 異 な る 階 層 に 設 け ら れ た 専 用 空 間 Ａ 、 Ｂ の 状 態 を 窺 う こ
と が 困 難 に な り 、 各 世 帯 の プ ラ イ バ シ ー を 十 分 に 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 共 用
空 間 Ｃ を 介 し て 世 帯 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 容 易 に 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 共 用 空 間 Ｃ に 連 通 し て い る の は 、 第 １ 、 第 ２ 専 用 空 間 Ａ 、 Ｂ の う ち 、 二 階 部 分 １ ３
に 設 け ら れ た 第 ３ 居 住 区 画 ４ ０ 及 び 第 ４ 居 住 区 画 ５ ０ で あ る 。 そ の た め 、 各 専 用 空 間 の う
ち 最 上 階 層 の 直 下 に 位 置 す る 下 層 階 層 の み が 共 用 空 間 Ｃ と 連 通 し て お り 、 プ ラ イ バ シ ー の
確 保 を さ ら に 十 分 に 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
そ し て 、 共 用 空 間 Ｃ は 、 屋 外 に 開 放 し た 屋 上 部 ６ ０ と 、 屋 外 か ら 隔 離 さ れ た 居 室 部 ６ １ と
を 有 し て い る の で 、 屋 外 及 び 屋 内 の 両 方 の 空 間 を 様 々 に 利 用 し 、 世 帯 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー
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シ ョ ン を 図 る 方 法 が 拡 大 し て 、 円 滑 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と が で き る 。 さ ら に 、
屋 上 部 ６ ０ で は 、 開 放 し た 雰 囲 気 の 中 で 世 帯 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と が で き
て 、 よ り 円 滑 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
以 上 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 図 面 に よ り 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は 上 述 の 実 施
の 形 態 に 限 ら ず 、 こ の 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 等 が あ っ て も こ の 発 明 に
含 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
例 え ば 、 上 述 の 建 物 １ ０ で は 、 最 上 階 層 で あ る 三 階 部 分 １ ５ に 屋 上 部 ６ ０ 及 び 居 室 部 ６ １
が 設 け ら れ て い る が 、 こ の 三 階 部 分 １ ５ に 屋 上 部 ６ ０ を 設 け ず 、 居 室 部 ６ １ の み が 設 け ら
れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま た 、 三 階 部 分 １ ５ に 居 室 部 ６ １ を 設 け ず 、 屋 上 部 ６ ０ の み が 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ
の 場 合 、 屋 外 に 開 放 し て い る 共 用 空 間 Ｃ の 雰 囲 気 が 開 放 的 に な り 、 よ り 円 滑 に 世 帯 同 士 の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
さ ら に 、 こ こ で は 、 第 １ 専 用 空 間 Ａ と 共 用 空 間 Ｃ の 屋 上 部 ６ ０ と が 屋 外 階 段 Ｋ ３ に よ っ て
連 通 さ れ 、 第 ２ 専 用 空 間 Ｂ と 共 用 空 間 Ｃ の 居 室 部 ６ １ と が 屋 内 に 設 け ら れ た 階 段 Ｋ ２ に よ
っ て 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
し か し 、 第 １ 、 第 ２ 専 用 空 間 Ａ 、 Ｂ の 両 方 が 、 屋 外 階 段 に よ っ て 共 用 空 間 Ｃ の 屋 上 部 ６ ０
に 連 通 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 第 １ 、 第 ２ 専 用 空 間 Ａ 、 Ｂ の 両 方 が 、 屋 内 に 設 け ら れ た
階 段 に よ っ て 共 用 空 間 Ｃ の 居 室 部 ６ １ に 連 通 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ 】
以 下 、 図 面 に 基 づ い て こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
図 ５ に 示 す 建 物 １ ０ ０ は 、 ３ 階 層 を 有 す る 三 階 建 て の 住 宅 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
そ し て 、 図 ６ に 示 す よ う な 間 取 り の １ 階 部 分 １ １ ０ は 、 片 開 き 戸 や 引 き 戸 等 に よ っ て 区 画
さ れ た 玄 関 １ １ １ 、 寝 室 １ １ ２ 、 ウ ォ ー ク イ ン ク ロ ー ゼ ッ ト １ １ ３ 、 和 室 １ １ ４ 、 ト イ レ
１ １ ５ 、 洗 面 所 １ １ ６ 、 浴 室 １ １ ７ 等 を 備 え て い る 。 こ の 玄 関 １ １ １ 等 は 片 開 き 戸 や 引 き
戸 等 を 介 し て 互 い に 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
な お 、 １ １ ８ は 自 動 車 を 駐 車 し て お く た め の 、 屋 外 に 開 放 し た 駐 車 ス ペ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
ま た 、 図 ７ に 示 す よ う な 間 取 り の 最 上 階 層 の 下 に 位 置 す る 下 層 階 層 で あ る ２ 階 部 分 １ ２ ０
は 、 片 開 き 戸 や 引 き 戸 等 に よ っ て 区 画 さ れ た 台 所 １ ２ １ 、 リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ 、
納 戸 １ ２ ３ 、 多 目 的 部 屋 １ ２ ４ 、 １ ２ ５ 、 階 段 ホ ー ル １ ２ ６ 等 を 備 え て い る 。 こ の 台 所 １
２ １ 等 は 片 開 き 戸 や 引 き 戸 等 を 介 し て 互 い に 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
そ し て 、 こ の １ 階 部 分 １ １ ０ と ２ 階 部 分 １ ２ ０ と は 、 各 階 層 の 角 部 に 設 け ら れ た 階 段 Ｋ ４
に よ っ て 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
さ ら に 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 最 上 階 に 位 置 す る 最 上 階 層 で あ る ３ 階 部 分 に は 、 屋 外 に 開 放
し た 屋 上 部 １ ３ ０ と 、 屋 外 か ら 隔 離 さ れ た 居 室 部 １ ３ １ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
屋 上 部 １ ３ ０ は 、 周 縁 部 が 所 定 高 さ の 手 摺 １ ３ ０ ａ （ 図 ５ 参 照 ） に よ っ て 囲 わ れ て い る 。
そ し て 、 こ の 屋 上 部 １ ３ ０ は 、 引 き 戸 １ ３ ２ に よ っ て 居 室 部 １ ３ １ と 区 画 さ れ る と 共 に 、
こ の 引 き 戸 １ ３ ２ を 介 し て 居 室 部 １ ３ １ と 連 通 さ れ て い る 。 ま た 、 屋 上 部 １ ３ ０ と 後 述 す
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る 吹 抜 け 空 間 Ｆ と を 区 画 す る 壁 面 に は 、 ガ ラ ス が 嵌 め 込 ま れ た 窓 １ ３ ３ が 設 け ら れ て い る
。 そ の た め 、 最 上 階 層 に 設 け ら れ た 屋 上 部 １ ３ ０ と 、 下 層 階 層 に 設 け ら れ た リ ビ ン グ ・ ダ
イ ニ ン グ １ ２ ２ と は 吹 抜 け 空 間 Ｆ を 介 し て 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
居 室 部 １ ３ １ は 、 ２ 階 部 分 １ ２ ０ の 台 所 １ ２ １ の 上 方 に 位 置 し 、 壁 １ ３ １ ａ 及 び 屋 根 １ ３
１ ｂ に よ っ て 囲 わ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 居 室 部 １ ３ １ に 隣 接 し て 、 最 上 階 層 の 上 面 が 抜
け て い る 吹 抜 け 空 間 Ｆ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 居 室 部 １ ３ １ の 吹 抜 け 空 間 Ｆ に 面 し た 壁
面 に は 、 ガ ラ ス が 嵌 め 込 ま れ た 窓 １ ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
吹 抜 け 空 間 Ｆ は 、 リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ の 上 方 に 位 置 し て い る 。 そ し て 、 最 上 階 層
に 設 け ら れ た 居 室 部 １ ３ １ と 、 下 層 階 層 に 設 け ら れ た リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ と は 、
吹 抜 け 空 間 Ｆ を 介 し て 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
さ ら に 、 こ の 吹 抜 け 空 間 Ｆ に は 、 リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ と 居 室 部 １ ３ １ と の 間 を 昇
降 す る た め の 昇 降 手 段 で あ る 階 段 Ｋ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
ま た 、 吹 抜 け 空 間 Ｆ と 最 上 階 層 を 覆 う 屋 根 部 １ ３ ５ と を 区 画 す る 壁 面 に は 、 ガ ラ ス が 嵌 め
込 ま れ た 窓 １ ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
次 に 、 こ の 建 物 １ ０ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
こ の 建 物 １ ０ ０ に お い て 、 居 室 部 １ ３ １ 内 の 様 子 は 、 吹 抜 け 空 間 Ｆ を 介 し て 下 層 階 層 に 設
け ら れ た リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ か ら 見 る こ と が で き る 。 特 に 、 こ こ で は 、 吹 抜 け 空
間 Ｆ に 面 し た 居 室 部 １ ３ １ の 壁 面 に 、 ガ ラ ス が 嵌 め 込 ま れ た 窓 １ ３ ４ が 設 け ら れ て お り 、
こ の 窓 １ ３ ４ を 通 し て 、 居 室 部 １ ３ １ 内 の 様 子 を 非 常 に 良 く 見 る こ と が で き る 。 な お 、 吹
抜 け 空 間 Ｆ に 面 し た 居 室 部 １ ３ １ の 壁 面 全 て を ガ ラ ス 張 り に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ま た 、 下 層 階 層 に 設 け ら れ た リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ 内 の 様 子 も 、 居 室 部 １ ３ １ か ら
吹 抜 け 空 間 Ｆ を 介 し て 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
こ の よ う に 、 居 室 部 １ ３ １ と 、 下 層 階 層 に 設 け ら れ た リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ と の 間
に お い て 、 吹 抜 け 空 間 Ｆ を 介 し て 互 い の 様 子 を 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
そ し て 、 居 室 部 １ ３ １ を 子 供 が 起 居 す る た め の 子 供 部 屋 と し 、 屋 上 部 １ ３ ０ を 子 供 が 遊 ぶ
こ と が で き る 遊 戯 空 間 と し た 場 合 、 居 室 部 １ ３ １ 内 で 子 供 だ け が 遊 び 、 親 が リ ビ ン グ ・ ダ
イ ニ ン グ １ ２ ２ に い る よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
こ の と き 、 リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ に い る 親 は 、 吹 抜 け 空 間 Ｆ を 介 し て 子 供 が 遊 ん で
い る 様 子 を 見 る こ と が で き る 。 そ の た め 、 小 さ な 子 供 で あ っ て も 安 心 し て 遊 ば せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
一 方 、 来 客 時 に 応 接 室 と し て リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ を 利 用 し て も 、 こ の リ ビ ン グ ・
ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ に 子 供 が 入 り 込 ん で 遊 ぶ こ と が な い の で 、 リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２
が 散 ら か る こ と が な く 、 来 客 に 散 ら か っ た 部 屋 を 見 ら れ る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
そ し て 、 居 室 部 １ ３ １ で 遊 ん で い た 子 供 が 飽 き た と き に は 、 こ の 居 室 部 １ ３ １ に 連 通 し た
屋 上 部 １ ３ ０ に 出 て 、 こ の 屋 上 部 １ ３ ０ で 遊 ぶ こ と が で き る 。 そ の た め 、 遊 び の 範 囲 が 拡
大 し て 、 下 層 階 層 に 設 け ら れ た リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ に 入 り 込 ん で 散 ら か す こ と が
な く な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
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ま た 、 子 供 が 屋 上 部 １ ３ ０ で 遊 ん で い て も 、 吹 抜 け 空 間 Ｆ を 介 し て リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ
１ ２ ２ に い る 親 が 見 守 る こ と が で き 、 安 心 し て 遊 ば せ る こ と が で き る 。 特 に 、 屋 上 部 １ ３
０ と 吹 抜 け 空 間 Ｆ と を 区 画 す る 壁 面 に は 、 ガ ラ ス が 嵌 め 込 ま れ た 窓 １ ３ ３ が 設 け ら れ 、 こ
の 窓 １ ３ ３ を 通 し て 屋 上 部 １ ３ ０ の 様 子 が 非 常 に 良 く 見 え る と 共 に 、 十 分 な 採 光 を 得 る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
ま た 、 吹 抜 け 空 間 Ｆ と 最 上 階 層 を 覆 う 屋 根 部 １ ３ ５ と を 区 画 す る 壁 面 に 設 け ら れ た 窓 １ ３
６ に よ っ て も 、 十 分 な 採 光 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
さ ら に 、 将 来 的 に は 、 吹 抜 け 空 間 Ｆ の 部 分 に 増 床 す る と 共 に 、 周 囲 に 壁 を 設 け 、 独 立 し た
部 屋 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
こ の よ う に 、 こ の 建 物 １ ０ ０ は 、 少 な く と も 二 階 以 上 の 階 層 を 有 し 、 こ の 階 層 の う ち 最 上
階 に 位 置 す る 最 上 階 層 に は 、 屋 外 に 開 放 し た 屋 上 部 １ ３ ０ と 、 こ の 屋 上 部 １ ３ ０ に 連 通 す
る と 共 に 屋 外 か ら 隔 離 さ れ た 居 室 部 １ ３ １ と が 設 け ら れ 、 居 室 部 １ ３ １ と 最 上 階 層 の 下 に
位 置 す る 下 層 階 層 と は 吹 抜 け 空 間 Ｆ を 介 し て 連 通 さ れ 、 こ の 吹 抜 け 空 間 Ｆ に は 居 室 部 １ ３
１ と 下 層 階 層 と の 間 を 昇 降 す る た め の 昇 降 手 段 Ｋ ５ が 設 け ら れ た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
こ の 構 成 に よ り 、 異 な る 階 層 に 設 け ら れ た 居 室 部 １ ３ １ と 下 層 階 層 と の 間 で 、 吹 抜 け 空 間
Ｆ を 介 し て 互 い の 様 子 を 十 分 に 見 る こ と が で き る 。 そ の た め 、 子 供 の 様 子 を 見 守 り な が ら
、 最 上 階 層 で 子 供 を 遊 ば せ る こ と が で き て 、 他 人 に 散 ら か っ た 部 屋 を 見 ら れ る こ と が な く
な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
そ し て 、 子 供 が 子 供 部 屋 で あ る 居 室 部 １ ３ １ で 遊 ぶ こ と に 飽 き た と き に は 、 居 室 部 １ ３ １
か ら 屋 外 に 開 放 し た 遊 戯 空 間 で あ る 屋 上 部 １ ３ ０ に 移 動 し て 遊 ぶ こ と が で き 、 遊 び の 範 囲
を 拡 大 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 下 層 階 層 を 散 ら か さ れ る こ と が な く な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
以 上 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 図 面 に よ り 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は 上 述 の 実 施
の 形 態 に 限 ら ず 、 こ の 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 等 が あ っ て も こ の 発 明 に
含 ま れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
例 え ば 、 吹 抜 け 空 間 Ｆ に 設 け る 昇 降 手 段 と し て 階 段 Ｋ ５ が 設 け ら れ て い る が 、 小 型 の エ レ
ベ ー タ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
ま た 、 上 述 の 建 物 １ ０ ０ で は 居 室 部 １ ３ １ が 子 供 部 屋 に さ れ て い る が 、 介 護 を 必 要 と す る
高 齢 者 等 が 起 居 す る 部 屋 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
こ の 場 合 、 介 護 者 が 下 層 階 層 に 設 け ら れ た リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ １ ２ ２ に い て も 、 吹 抜 け
空 間 Ｆ を 介 し て 高 齢 者 等 の 様 子 を 見 守 る こ と が で き 、 介 護 者 は 安 心 し て 家 事 等 を 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
そ し て 、 居 室 部 １ ３ １ が 屋 上 部 １ ３ ０ に 連 通 し て い る た め に 、 高 齢 者 等 は 開 放 さ れ た 明 る
い 雰 囲 気 の 中 で 生 活 す る こ と が で き 、 身 体 や 精 神 に 好 影 響 を 与 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 の 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ に よ れ ば 、 複 数 の 世 帯 が 一 つ の 建 物 で 生 活 す る 際 に 、
各 世 帯 の プ ラ イ バ シ ー を 十 分 に 確 保 す る と 共 に 、 容 易 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 図 れ る 建 物
を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 ５ 及 び 請 求 項 ６ に よ れ ば 、 他 人 に 散 ら か っ た 部 屋 を 見 ら れ る こ と
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な く 、 異 な る 階 層 間 で 互 い の 様 子 を 見 る こ と が で き る と 共 に 、 下 の 階 層 か ら 屋 外 に 開 放 さ
れ た 屋 上 部 に 出 る こ と が で き る 建 物 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に か か る 建 物 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に か か る 建 物 の １ 階 部 分 を 示 す 間 取 り 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に か か る 建 物 の ２ 階 部 分 を 示 す 間 取 り 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に か か る 建 物 の 最 上 階 層 を 示 す 間 取 り 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に か か る 建 物 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に か か る 建 物 の １ 階 部 分 を 示 す 間 取 り 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に か か る 建 物 の ２ 階 部 分 を 示 す 間 取 り 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に か か る 建 物 の 最 上 階 層 を 示 す 間 取 り 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 建 物
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 １ 階 部 分 （ 下 層 階 層 ）
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 境 界 壁
１ ３ 　 　 　 　 　 　 　 ２ 階 部 分 （ 下 層 階 層 ）
１ ４ 　 　 　 　 　 　 　 境 界 壁
１ ５ 　 　 　 　 　 　 　 三 階 部 分 （ 最 上 階 層 ）
６ ０ 　 　 　 　 　 　 　 屋 上 部
６ １ 　 　 　 　 　 　 　 居 室 部
Ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 第 １ 専 用 空 間
Ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ 専 用 空 間
Ｃ 　 　 　 　 　 　 　 　 共 用 空 間
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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